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「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」と「
ビ
チ
ビ
チ
う
ん
ち
」

　
左
は
典
型
的
な
「
和
食
」。
右
が
「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
」
で
す
。
ど
ち
ら
を
食
べ
て
い
る
方
が
健
康
で
し
ょ

う
か
？
　
と
聞
か
れ
た
ら
、
誰
も
が
左
の
「
和
食
」
と
答
え
ま
す
。（
図
15
）

　
次
に
、「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」
と
「
ビ
チ
ビ
チ
う
ん
ち
」
の
ど
ち
ら
を
出
し
て
い
る
ほ
う
が
健
康
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
は
「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。（
図
16
）

　
こ
こ
か
ら
が
難
し
い
で
す
。
そ
れ
で
は
、「
体
の
健
康
に
良
い
、
典
型
的
な
和
食
を
食
べ
な
が
ら
、
ビ
チ
ビ
チ

う
ん
ち
を
し
て
い
る
人
」
と
「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
食
べ
な
が
ら
、
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
を
し
て
い
る
人
」。
さ

て
、
ど
ち
ら
が
健
康
な
の
で
し
ょ
う
か
？
（
図
17
）

　
隣
の
方
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
会
場
：
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
）

　（
間
を
あ
け
て
）

　
実
は
、
私
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　（
会
場
：
大
笑
い
）

　
今
日
は
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
解
答
の
分
布
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
ち
ら
か
手
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
左
の
「
体
の
健
康
に
良
い
典
型
的
な
和
食
を
食
べ
な
が
ら
、
ビ
チ
ビ
チ
う
ん
ち
を
し
て
い
る
人
」
が
健
康
だ
と

思
う
方
？
　
か
な
り
多
い
で
す
ね
。

う
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
、
誰
も
が
左
の
「
和
食
」
と
答
え
ま
す
。（
図
15
）

次
に
、「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」
と
「
ビ
チ
ビ
チ
う
ん
ち
」
の
ど
ち
ら
を
出
し
て
い
る
ほ
う
が
健
康
で
し
ょ
う
か

こ
れ
は
「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
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大
型
連
休
で

思
い
起
こ
す
の

は
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
の
列
車
事
故

で
あ
る
。
尼
崎
駅
近
辺
で
は

公
的
組
織
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
か
ら
民
間
企
業
や
医

療
機
関
が
必
死
の
救
助
活
動

に
奔
走
す
る
状
況
を
テ
レ
ビ

で
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
放
映

し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
は
線
路
に

カ
ラ
ス
が
一
羽
入
っ
て
も
減

速
運
転
で
、
列
車
の
遅
れ
は

日
常
化
し
た
。

　

人
は
酷
い
目
に
遭
わ
な
い

と
学
習
し
な
い
。
私
の
主
治

医
は
私
に
大
酒
を
止
め
ろ
と

は
言
わ
な
い
が
、
私
は
何
度

も
自
分
の
体
を
実
験
材
料
に

し
て
、
自
分
の
安
全
酒
量
が

分
か
っ
て
き
た
。

　

外
国
の
事
故
情
報
と
そ
の

後
の
対
策
は
あ
ま
り
役
に
立

た
な
い
の
か
、
韓
国
の
海
難

事
故
は
建
前
だ
け
の
法
規
制

が
無
視
さ
れ
安
全
管
理
が
軽

視
さ
れ
た
人
災
部
分
が
多
い

ら
し
い
。

　

多
く
の
貴
重
な
人
命
か
ら

学
習
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も

月
謝
が
高
い
が
、
運
行
や
積

載
の
厳
し
い
ル
ー
ル
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
そ
れ
を
遵
守
す
る

謙
虚
さ
が
安
全
性
を
高
め
る

に
違
い
な
い
。
私
た
ち
も
過

去
の
医
療
事
故
を
今
一
度
反

芻
し
学
習
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

政
府
の
社
会
保
障「
改
革
」

で
は
、「
給
付
と
負
担
の
両

面
に
お
け
る
世
代
間
の
公

平
」
を
強
調
し
て
い
る
。
世

代
間
の
不
公
平
論
を
持
ち
出

し
て
、
高
齢
者
の
給
付
を
大

幅
に
削
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
現
役
世
代
や

　

７
月
か
ら「
中
卒
」に
対
象

範
囲
を
広
げ
る
の
は
、
高
槻

市
と
富
田
林
市
。
共
に
「
小

卒
」
か
ら
対
象
範
囲
を
広
げ

る
。
東
大
阪
市
は
２
０
１
５

年
１
月
に
拡
充
す
る
予
定

で
、「
就
学
前
」
か
ら
「
中

卒
」に
一
気
に
引
き
上
げ
る
。

　

「
小
卒
」
に
改
善
す
る
の

体
は
、
府
下
で
13
市
町
村
に

増
え
る
。一
方
で
、「
就
学
前
」

が
12
自
治
体
も
残
さ
れ
、
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。
全
国

的
に
み
れ
ば
、
過
半
数
の
９

８
８
自
治
体
が
「
中
卒
」
を

達
成
し
て
い
る
。
完
全
無
料

化
も
９
８
４
自
治
体
に
達
す

る
。
府
下
で
は
「
中
卒
」
は

３
割
、
完
全
無
料
化
は
い
ま

だ
に
ゼ
ロ
だ
。

　

経
済
的
理
由
で
受
診
で
き

な
い
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に

あ
る
な
か
、
医
療
費
助
成
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

協
会
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

受
診
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
制
度
改
善
を
求
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

と
事
務
局
６
人
が
参
加
し

た
。

科
口
腔
保
健
計
画
な
ど
に
つ

い
て
大
阪
府
と
の
懇
談
を
４

月
23
日
に
開

き
、
意
見
交
換

し
た
。

　

連
絡
会
か
ら

は
、
小
澤
力

（
協
会
理
事

長
）・
戸
井
逸

美
（
民
医
連
）

・
松
井
幹
治

（
年
金
者
組

合
）
各
代
表
世

話
人
、
西
川
勝

美
歯
科
技
工
士

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
は
、
大
阪
府
歯

　

府
の
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
研
究
会
で
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
に
「
償
還
払

い
」
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て

い
る
件
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
当
局
は
「
償
還
払
い

に
す
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に

は
な
っ
て
い
な
い
」
と
回
答

し
た
。

　

歯
科
医
療
供
給
体
制
で

は
、
歯
科
診
療
所
で
対
応
困

難
な
患
者
を
す
ぐ
に
病
院
に

送
れ
る
よ
う
、
病
院
歯
科
を

整
備
す
る
よ
う
求
め
た
が
、

当
局
は
、
国
か
ら
医
療
計
画

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
健

康
づ
く
り
課
で
把
握
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と

し
、
府
と
し
て
病
院
歯
科
の

整
備
計
画
す
ら
持
っ
て
い
な

い
現
状
が
分
か
っ
た
。　

　

連
絡
会
は
、
今
後
も
府
と

懇
談
を
開
催
す
る
と
共
に
、

今
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
総
会

と
市
民
講
座
を
開
催
す
る
。

は
４
市
町
。
池
田
市
・
摂
津

市
・
岬
町
は
７
月
か
ら
、
藤

井
寺
市
は
10
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
。
池
田
市
を

除
く
３
市
町
は
「
就
学
前
」

か
ら
大
幅
に
拡
充
す
る
。

　

泉
大
津
市
・
羽
曳
野
市
は

７
月
か
ら
、
枚
方
市
・
忠
岡

町
は
10
月
か
ら
「
小
学
３

年
」
に
改
善
す
る
。

　

協
会
や
大
阪
社
保
協
は
府

下
の
自
治
体
と
の
懇
談
の
な

か
で
、
一
貫
し
て
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
て

き
た
。
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
は
運
動
と
地
域
住
民
の
切

実
な
願
い
の
反
映
だ
。
各
市

町
村
が
制
度
拡
充
を
競
い
合

う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
「
中
卒
」
ま

で
医
療
費
を
助
成
す
る
自
治

子
ど
も
た
ち
も
将
来
は
高
齢

者
だ
。
何
よ
り
若
い
世
代
の

不
安
や
不
満
を
作
り
出
し
て

い
る
の
は
、
不
安
定
雇
用
を

拡
大
す
る
政
府
の
雇
用
政
策

で
あ
り
、
相
次
ぐ
社
会
保
障

負
担
増
と
給
付
の
削
減
だ
。

　

負
担
面
で
は
、
将
来
へ
の

負
担
の
先
送
り
の
解
消
を
掲

げ
、
結
局
、
全
て
の
国
民
に

大
幅
な
負
担
増
と
給
付
減
を

迫
る
も
の
で
し
か
な
い
。

　

政
府
が
社
会
保
障
の
大
幅

削
減
の
た
め
に
作
っ
た
の
が

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
で
あ
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
と
は
、
あ
ら
か
じ

め
社
会
保
障
の
削
減
計
画
を

決
め
、
例
え
政
権
が
変
わ
っ

て
も
、
社
会
保
障
削
減
で
政

府
を
縛
り
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に
よ
る

負
担
増
・
給
付
減
は
現
在
分

か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

３
兆
５
千
億
円
を
超
え
て
い

る
。

　

さ
ら
に
消
費
税
増
税
で
８

兆
円
の
負
担
増
と
な
れ
ば
、

国
民
生
活
は
ど
う
な
る
か
、

火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
は

介
護
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に
沿
っ
て

社
会
保
障
改
悪
を
進
め
る
た

め
に
具
体
的
な
医
療
や
介
護

の
法
律
を
変
え
る
た
め
の
法

案
が
２
月
、
国
会
に
提
出
さ

れ
た
。
そ
れ
が
医
療
・
介
護

総
合
推
進
法
案
で
あ
る
。
こ

　「保険でよい歯科医療を大阪連絡会」
は、新パンフレット『クイズで語るおもし
ろ食育最前線』（今号同封）を発行した。
昨年10月に岡崎好秀氏（モンゴル健康科学
大学客員教授）を講師に開いた市民講座の
内容をまとめた。希望者には50部まで無料
で送付する。冊子はＡ５判51㌻。

○70～74歳の患者負担１割→２割
　 4000億円（患者負担増1900億円、
受診抑制2100億円）

○ 入院給食の原則自己負担化　5000
億円

○ 一定所得者の介護保険利用者負担
１割→２割　750億円

○ 介護保険施設の食費・居住費補助
縮小　700億円

○ 年金の「特例水準解消」　１億円
○ 年金の「マクロ経済スライド」　
１兆5000億円

計　３兆5450億円

の
法
案
は
、
医
療
法
や
健
康

保
険
法
、
介
護
保
険
法
や
医

師
法
、
歯
科
医
師
法
な
ど
、

40
本
以
上
の
法
律
を
一
括
で

審
議
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
法

律
を
一
括
処
理
す
る
の
は
あ

ま
り
に
も
酷
い
や
り
方
で
は

な
い
か
。

 

（
つ
づ
く
）

な
い
か
？

　

政
府
が
考
え
て
い
る
医
療

改
革
の
柱
は
、
病
院
・
施
設

か
ら
在
宅
へ
、
国
か
ら
地
域

へ
、
安
上
が
り
な
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
改
革
の
中

で
、
歯
科
は
周
術
期
に
か
か

わ
る
こ
と
で
入
院
期
間
を
減

ら
す
。
地
域
、
在
宅
で
の
医

科
と
の
連
携
、
口
腔
機
能
回

復
、
訪
問
診
療
等
に
よ
る
高

齢
者
型
へ
の
改
革
を
目
指
し

た
診
療
報
酬
改
定
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

医
師
や
歯
科
医
師
の
代
わ

り
に
看
護
師
や
歯
科
衛
生

士
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
業
務

範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
も
含

め
て
、
安
上
が
り
な
医
療
・

保険でよい歯科医療を大阪連絡会と
府との懇談＝４月23日、府庁　　　

子ども医療拡充へ子ども医療拡充へ
　

今
年
度
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度（
通
院
）の
対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
る
自
治
体
が
大
阪
府
下
で
12
市
町
に
上
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障

推
進
協
議
会
が
調
査
し
た
。
高
槻
・
富
田
林
・
東
大
阪
が
「
中

卒
」
へ
の
引
き
上
げ
を
予
定
す
る
な
ど
、
協
会
・
社
保
協
運

動
や
地
域
住
民
の
声
が
自
治
体
を
大
き
く
動
か
し
て
い
る
。

プログラム法に盛り込
まれた負担増・給付減

２
０
１
４
年
度

診
療
報
酬
改
定

狙
い
と

　

本
質 ❹

安
上
が
り
の
医
療
・
介
護
へ

「
府
は
病
院
歯
科
の
整
備
を
」

今
年
度
に
12
市
町
が
改
善

国
民
負
担
増
や
し
給
付
削
る

保
険
で
よ
い
歯
科
連
絡
会
が
要
請

高
槻
・
富
田
林
・
東
大
阪
も「
中
卒
」

中学卒業

大阪市、堺市、吹田市、高槻市（７月から）、
富田林市（10月から）、大東市、箕面市、東大
阪市（2015年１月から）、能勢町、田尻町、太
子町、河南町、千早赤阪村

小学卒業

池田市（７月から）、茨木市、寝屋川市、河内
長野市、柏原市、摂津市（７月から）、藤井寺
市（10月から）、大阪狭山市、岬町（７月から）

小学３年

泉大津市（７月から）、枚方市（10月から）、和
泉市、羽曳野市（７月から）、門真市、四條畷
市、交野市（７月から）、忠岡町（10月から）

小学１年

岸和田市

就学前

豊中市、貝塚市、守口市、八尾市、泉佐野市、
松原市、高石市、泉南市、阪南市、島本町、豊
能町、熊取町

太字は今年度に拡充を予定している自治体

大阪府下の子ども医療費助成制度（通院）
 大阪社保協調べ

新パンフできました

今日の数字

２割
　５月診療分から70歳の窓口
負担が順次２割に。誕生月の
翌月診療分から適用。


